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第５学年 総合的な学習の時間

（１）単元名 防災と科学技術

（２）指導案
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（３）授業について

地域の災害の歴史について地域の方に聞き取り調査を

したり，地震や津波の被害やメカニズムなどについて調べ

たりする一連の探究活動のまとめの段階に，「防災と科学

技術」を位置付けた。学習の導入では，ドローンによる人が

立ち入れない場所での災害状況の把握，瓦礫や階段を乗

り越え走行するレスキューロボットなどを紹介し，それらを動

かすためのプログラミングへの関心を高めた。本時は，災

害の現場を想定し，実際にロボットを動かす場面である。段

ボールでエリアを囲み，その中で，火災現場や瓦礫が積み

重なった現場をよけながら，救助の必要な場所にいくルー

トをプログラミングした。

子どもたちは，スクラッチベースのプログラミングに意欲

的に取り組み，回転，前進などの動きを組み合わせながら

様々なルートを考えていた。「順次」の考え方を活かしてプ

ログラミングするグループがほとんどであったが，中には，

検知のシステムを使い「条件分岐」のプログラミングを考え

出したグループもあった。互いのグループのプログラムを見

合ったり，得意な子どもがアドバイスしたりする姿が見られ，

みんなと協力してロボットを動かそうとしていた。

プログラミングにより私たちの生活をよりよくすることがで

きるという実感，活用する力や考え方がこの授業を通して身

についたのではないかと考える。

（４）授業研究会について

子どもたちがよりよい動きにしようと試行錯誤したり，グル

ープで活発に交流したりしているのがよかった，授業環境

が整えられていた，しっかり考え挑戦することで得られる達

成感があった（ロボットを動かすよさ）。まとめ段階で，もう少

し防災に結び付けるとよかったという意見が出された。

助言者から，数字操作から抜け出し，子どもたちにプログラムを意識させるために，集まったとき

に各グループのプログラムを掲示できるようにすることが必要である。その際，同じプログラムを全て

のグループで入力させ，同じプログラムでも同じ動きをしないことや，ロボットには個性がありさまざま

な状況により動きが異なってくることに気付かせると，学びに深まりが生まれると助言をいただいた。

（５）成果と課題

総合的な学習の時間「防災と科学技術」 の授業にプログラミング活動を位置付けることにより，子

どもが実際の防災活動に強く興味をもつことができた。その際ロボットを動かせる場を設定したこと

で，グループ間でのアドバイスや情報交換が活発に行われた。他のグループの動きを見て新しい発

見をした子どももおり，効果があったと感じる。

課題としては，タブレットやロボットの動きの不具合に対応することに時間を取られ，子どもの学習

に対し即座に個別指導をすることが十分にできなかったことがある。複数教員で指導にあたる体制整

備や，よりよいコンピュータ環境の整備等が，充実した活動につながると考える。


